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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 5 事業名 一般管理事務 事業区分 □新規 ■継続
担当課 総務課 担当係 行政総務室、防災危機管理室
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 一般管理費

⑤安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ①自助・共助・公助による災害に強いまちづくり
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

9号補正
12月定例

67,192 935 0 0 511 0 424
他会計負担金（下水道事業会計）183千円
他会計負担金（水道事業会計　）328千円

補正後 68,127 0 879 512 0 66,736

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

通信運搬費

　インボイス制度対応のため、通信運搬費の支払方法を変更す
る。
　公営企業会計分通信運搬費を一般会計から立替えにより支出
し、公営企業会計に対して相当額の負担金を求める。

511 その他

借上料

　マイクロバス（28人乗り「あおぞら号」）が経年劣化に伴い継
続運行が難しくなったため、使用を中断することとなった。令和
５年度においては町路線バスの予備車両を使用する予定だが、予
備車両を路線バスで使用する場合には車両借上げが必要となるた
め、所要の経費を増額して住民ニーズに対応する。

　〔所要見込額〕30,000円 × 1.1 × 14回 ＝ 462,000円

462 単町

中部ふるさと広
域連合負担金

　中部ふるさと広域連合負担金のうち、管理費を実績見込みによ
り減額。

△ 38 単町

合計 935

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要

　インボイス制度対応のため、通信運搬費の支払方法を変更する。公営企業会計分通信運搬費を一般会計から立
替えにより支出し、公営企業会計に対して相当額の負担金を求める。
　マイクロバスの経年劣化に伴う使用中断に伴う対応として、車両借上げに伴う費用を増額して住民ニーズに対
応する。
　中部ふるさと広域連合負担金（管理費）を実績見込みにより減額する。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

2-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

電気料金高騰及び猛暑に伴い光熱水費を増額する。

今後発生する機器、建物等修繕に対応するため修繕料を増額する。

5
一般会計

事業番号 711 事業名 庁舎管理 事業区分 □新規 ■継続
担当課 総務課 担当係 行政総務室
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 一般管理費

⑤安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ③再生可能エネルギーの利活用による脱炭素社会への転換

重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

9号補正
12月定例

73,870 929 0 0 53 0 876
町村会損害保険料（ゴミ収集場所修繕）53
千円

補正後 74,799 0 0 2,451 43,000 29,348

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

　　11,165,822円 ― 10,437,000円 　＝　728,822円
　（所要見込額） （規定予算額）

718,100円　 ―　 518,252円 　＝　199,848円
　（今後支出見込額） （予算残額）

合計 929

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
 電気料金高騰及び猛暑に伴い本庁舎の光熱水費を増額する。また、本庁舎・公用車等の修繕に対応するため、
修繕料を増額する。

本庁舎
電気代

729 単町

本庁舎・公用車
等修繕

200
町147

その他53

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

2-2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 3 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 58 事業名 戸籍住民登録事務 事業区分 □新規 ■継続
担当課 町民生活課 担当係 総合窓口係
予算区分 款 総務費 項 戸籍住民登録費 目 戸籍住民登録費

⑤安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり 　　　　　　　　　　―
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

9号補正
12月定例

27,473 3,190 8,547 △ 5,357

補正後 30,663 8,827 31 8,780 13,025

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

戸籍システム改
修業務委託料

戸籍情報システム改修委託料の減額　△3,740
（システム改修業務が令和６年度に変更）

△ 3,740 単町

住民基本台帳シ
ステム改修業務
委託料

住民基本台帳システム改修業務委託料 6,930
（マイナンバーカードにローマ字表記をするための対応費
用）

6,930 国10/10

合計 3,190

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　戸籍の振り仮名対応のシステム改修業務が令和６年度に変更となったための減額。
　住民票に氏名等の振り仮名を記載し、マイナンバーカードにローマ字表記をするための対応費用の増額。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

3-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 6

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 15 事業名 光ケーブル施設維持管理事業 事業区分 □新規 ■継続

担当課 企画政策課 担当係 企画担当

予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 CATV管理費

⑥町民の声が届きともに創る未来のまちづくり ①町民に伝わる情報発信と情報共有

重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

9号補正
12月定例

52,287 2,838 0 2,838 0 0 0

補正後 55,125 0 2,838 0 0 52,287

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

光ケーブル伝送
路保守委託料

・県道船上山赤碕線(大石工区)道路改良工事に伴う支障移転：2,838千円
　※中国電力等の電柱建替後(R6.1～2月に予定)の支障移転となる。

2,838
移転補償費
県:2,838千
円

合計 2,838

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
【光ケーブル伝送路保守委託料】
・今後工事予定の県道整備に伴う支障移転業務に対応するため増額補正するもの。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

4－1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 1 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 164 事業名 野菜振興対策事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農林水産振興係
予算区分 款 農林水産業費 項 農業費 目 農業振興費

④魅力ある産業が生み出す地域経済好循環のまちづくり ①農畜水産物の生産振興と一次産業の担い手育成
重点項目 次世代につなげる産業と「食」が広げる新たな魅力づくり

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

9号補正
12月定例

33,231 200 100 100

補正後 33,431 26,466 6,965

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

農作物緊急防除
支援事業補助金

　補助金増額：200千円

○農作物緊急防除支援事業補助金
　300千円×補助率2/3（県1/3・町1/3）
　作　物：白葱
　取組者：17名
　面　積：830ａ

200
県(1/2)
町(1/2)

合計 200

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　台風第7号で被害があった農作物（白葱）に対して、病害虫の蔓延を防ぐための緊急防除に要する経費を支援
する。

補正の内容

7－1－1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 1 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 1412 事業名 農業研修事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農林水産振興係
予算区分 款 農林水産業費 項 農業費 目 農業振興費

④魅力ある産業が生み出す地域経済好循環のまちづくり

重点項目 次世代につなげる産業と「食」が広げる新たな魅力づくり

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

9号補正
12月定例

9,047 238 238

補正後 9,285 1,416 7,869

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

農業研修に要す
る経費

・農業研修生の公用車（№2829）リース終了時の修繕費　151,558円
・農業研修生の公用車（№2417）リース終了時の修繕費　 79,090円
・農業研修生宿泊施設（６号室）の量水器修繕費　　　　　6,600円

238 単町

合計 238

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　農業研修生使用の公用車および農業研修生宿泊施設の修繕費を計上する。

補正の内容

7－1－2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 1 5

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 1298 事業名 ため池防災減災対策推進事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農村整備係
予算区分 款 農林水産業費 項 農業費 目

⑤安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ①自助・共助・公助による災害に強いまちづくり
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

9号補正
12月定例

3,300 3,850 3,500 350 公共事業等債：3,500千円

補正後 7,150 6,400 750

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

合計 3,850

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　県営農地防災事業の事業計画変更に伴い、町負担金を合わせて増額するもの。

補正の内容

県営農地防災事
業負担金（松谷
第3ため池）

堤内泥土対策に伴う増額

変更前負担額
30,000千円×11％＝3,300千円（既予算額）
変更後負担額
65,000千円×11％＝7,150千円
7,150千円－3,300千円＝3,850千円（歳出補正額）
負担割合：国62.5％、県27.5％、町11％、地元0％

起債
全体（町負担金×90％＝起債）
7,150千円×90％＝6,435千円≒6,400千円
補正分
6,400千円－2,900千円＝3,500千円（歳入補正額）

工事主体：県
請負業者：㈱クラエー
増額理由：現場着手したところ堤内に想定以上の泥土が堆積して
いることが判明した。このため泥土対策として軟弱地盤用軽量盛
土材を使用し泥土対策を実施することとしたことによる増額。
当初事業費：30,000千円→変更後事業費：65,000千円

3,850
町債:3,500

町:350

堤内地盤状況

7－1－3



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 3 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

補正額

5
一般会計

事業番号 203 事業名 水産振興対策事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農林水産振興係
予算区分 款 農林水産業費 項 水産業費 目 水産総務費

④魅力ある産業が生み出す地域経済好循環のまちづくり ①農畜水産物の生産振興と一次産業の担い手育成
重点項目 次世代につなげる産業と「食」が広げる新たな魅力づくり

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

9号補正
12月定例

39,181 △ 2,447 △ 3,664 1,217

補正後 36,734 22,101 4,000 10,633

（単位：千円）

細事業等 内容 財源内訳

漁業研修事業補
助金

◯漁業研修事業補助金　△3,684千円
日本養魚技術の２名分の交付申請が無かったため減額する。
・雇用型研修：２名
　事業費：5,058千円
　（県費：3,664千円：町費：20千円）
補助率：研修手当・指導経費以外　県10/10　　　　958千円
　　　　研修手当　　県2/3　　4,058千円×2/3＝2,706千円
　　　　指導経費　　町1/2　　　 40千円×1/2＝ 　20千円
【歳入】漁業研修事業費補助金　△3,664千円

△ 3,684

雇用型研
修指導経
費以外

県(10/10)

指導経費
町(10/10)

がんばる漁業者
支援事業補助金

◯がんばる漁業者支援事業費補助金　1,237千円
漁業経費の増加、魚価の低迷に対し、漁業経営の改善を図る取り
組みを支援する。
　補助率：町1/6（参考：県直接補助1/3）
　事業費：7,420千円×1/6≒1,237千円

1,237 単町

合計 △ 2,447

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　２名分の交付申請が無かったため減額する。
　省エネ機器の導入にかかる購入費用を一部助成する。

補正の内容

7－1－4



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

12 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
会計

事業番号 648 事業名 国県支出返納金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農林水産振興係
予算区分 款 諸支出金 項 諸費 目 国県支出金返納金

重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

9号補正
12月定例

0 7,353 7,353 0
その他：鳥取県農業農村担い手育成機構か
らの返納金　7,353千円

補正後 7,353 7,353 0

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

平成11年度畜産
基盤再編総合整
備事業費補助金
返納金

平成11年度に畜産基盤再編総合整備事業により整備した牛舎等の施設
について、事業実施主体より酪農経営を規模縮小し、他の酪農家へ貸
付を行いたいとの申し出があり、国より財産処分の承認があったた
め、残存価格等により算出された国補助金について返還する。

【返還金】公社→町→県→国

7,353
諸収入
7,353

合計 7,353

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　国事業により取得した財産処分に伴い、国へ補助金の返還を行うもの。

補正の内容

7－1－5



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 651 事業名 国保財政基盤強化対策繰出金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係
予算区分 款 民生費 項 社会福祉費 目 社会福祉総務費

③誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ④持続可能な医療・保健・介護事業の推進
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

9号補正
12月定例

144,517 △ 2,116 △ 347 △ 1,241 0 0 △ 528

補正後 142,401 18,246 55,996 0 0 68,159

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

基盤安定
(保険税軽減
分)

　今年度の算定結果に伴う保険基盤安定繰出金等の減額。
（低所得者に対し保険税を軽減した分を県と町で負担するもの）

△ 1,424
県3/4
町1/4

基盤安定
(保険者支援
分)

　今年度の算定結果に伴う保険基盤安定繰出金等の減額。
（財政基盤の弱い国保財政のため、国・県・町が軽減対象者数に
応じて負担するもの）

△ 587
国1/2
県1/4
町1/4

未就学児均等
割保険税軽減
分

　未就学児に係る保険税の均等割を5割減額し、減額分を国、
県、町が負担するもの。（対象者：68名）

△ 105
国1/2
県1/4
町1/4

合計 △ 2,116

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　今年度の算定結果に伴い基盤安定繰出金と未就学児均等割保険税軽減繰出金について減額するもの。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

8-1-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 1 10

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 86 事業名 介護保険事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 高齢福祉係
予算区分 款 民生費 項 社会福祉費 目 介護保険事業

③誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ④持続可能な医療・保健・介護事業の推進
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

9号補正
12月定例

398,354 1,390 1,390

補正後 399,744 32,210 50,468 1 317,065

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

介護保険特別
会計への繰出

繰出金　1,390千円
内訳・地域支援（予防）　　　△48千円
　　・地域支援（包括･任意）　 79千円
　　・事務費　　　　　　　 1,359千円

1,390 単町

合計 1,390

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　介護報酬改定に伴うシステム改修、ふるさと広域連合負担金（認定審査会）及び介護保険給付費等の組替え
に伴い介護保険特別会計への繰出金を増額するもの。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

8-1-2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 1 12

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 866 事業名 後期高齢者医療事務 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係
予算区分 款 民生費 項 社会福祉費 目 後期高齢者医療費

③誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ④持続可能な医療・保健・介護事業の推進
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

9号補正
12月定例

374,318 8,386 △ 2,170 10,556

補正後 382,704 51,739 6,368 324,597

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

負担金

・令和4年度療養給付費負担金の額確定に伴う追加
　療養給付費負担金(過年度分)　11,277,449円
 （確定額：258,490,449円―既負担額：247,212,000円―予算現額：
1,000円）

11,278 単町

繰出金

・毎年10月20日時点での被保険者数等による額の確定に伴うもの
歳出
　保険基盤安定繰出金　△2,892,000円
　　（確定額：68,985,722円-予算現額：71,878,275円）
歳入
　保険基盤安定県負担金　△2,170,000円
　　（確定額：68,985,722円×3/4-予算現額：53,908,706円）

△2,892
県3/4
町1/4

合計 8,385

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
 令和４年度療養給付費負担金の額確定に伴い、歳出予算を補正するもの。
 令和５年度保険料等負担金(基盤安定制度分)の額の確定に伴い、歳入歳出予算を補正するもの。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

8-1-3



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

6

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
国民健康保険特別会計

事業番号 事業名 保健事業費 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係
予算区分 款 保健事業費 項 目

③誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ④持続可能な医療・保健・介護事業の推進
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

4号補正
12月定例

23,421 △ 3,092 0 △ 3,101 0 0 9

補正後 20,329 0 7,853 0 0 12,476

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

ジェネリック
医薬品普及
啓発

　実績見込みによる減額。（ジェネリック医薬品希望カード・
シール付き冊子購入分について、不用額を減額するもの。）
　40歳未満の被保険者用に対し、医療費の適正化を図るリーフ
レットの購入。

△ 51
県△61
町  10

特定健康診査
　実績見込みによる減額。（健診未受診者への受診勧奨通知事業
について、データ分析等事業の一部を県が担うこととなったた
め、費用を減額するもの）

△ 2,750
県

△2,750

特別調整交付
金申請事業

　特別調整交付金の結核・精神分の試算の結果、交付要件を満た
さない可能性が高いことが判明したため、交付申請に係る医療費
データの抽出業務の実施を見送り、予算を減額するもの。

△ 291
県△290
町  △1

合計 △ 3,092

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　今年度の事業実績見込みにより不用額の減額等を行うもの。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

8-2-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
国民健康保険特別会計

事業番号 事業名 その他国保に関する事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係
予算区分 款 項 目

③誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ④持続可能な医療・保健・介護事業の推進
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

4号補正
12月定例

533,941 2,578 0 2,508 251 0 △ 181

保険基盤安定繰入金（保険税軽減分）
△1,424千円
保険基盤安定繰入金（保険者支援分） 
△587千円
未就学児均等割繰入金　△106千円
基金繰入金　2,368千円

補正後 536,519 1 16,583 144,956 0 374,979

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

一般管理費
　国民健康保険制度改正に伴うシステム改修費用。
（産前産後期間の保険税免除）

2,508 県

諸支出金等
前年度以前の国庫支出金等の精算及び確定による返還を行うも
の。
（令和2年度特別調整交付金(新型コロナウイルス負担分)）

70 一般財源

合計 2,578 

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　今後の事業見込みにより一般管理費、諸支出金等の補正を行うもの。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

8-2-2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
介護保険特別会計

事業番号 事業名 介護保険特別会計 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 高齢福祉係
予算区分 款 項 目

③誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ④持続可能な医療・保健・介護事業の推進
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

4号補正
12月定例

2,268,802 2,362 1,185 △ 105 1,282 0 その他：町繰入金1,390、支払基金△108

補正後 2,271,164 575,019 307,410 1,388,735 0

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

一般管理費
（事業498）

令和6年4月介護保険報酬改定に伴うシステム改修（3月実施予定） 1,903
国951

町繰入金
952

介護認定審査
会費（事業
503）

ふるさと広域連合負担金（認定審査会）の増額 407 町繰入金

介護保険給付
費等

組替え
　包括支援センター運営費（事業789）　　　　　　　400千円
　介護サービス費（事業506）　　　　　　　　　△1,000千円
　介護予防サービス費（事業507）　　　　　　　　6,300千円
　高額介護サービス費（事業509）　　　　　　　　△300千円
　特定入所者介護サービス費（事業765）　　　　△5,000千円
　介護予防・生活支援サービス事業（事業1387）　　 100千円
　介護予防ケアマネジメント事業（事業1386）　　 △500千円

0

保険料
△52
国234

県△105
町繰入金

31
支払基金
△108

予備費（事業
518）

組替えに伴う調整 52 保険料52

合計 2,362

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　介護報酬改定に伴うシステム改修費及びふるさと広域連合負担金（認定審査会）の増額、介護保険給付費等
の組替えを行うもの。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

8-3-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
後期高齢者医療特別会計

事業番号 事業名 後期高齢者医療保険事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係
予算区分 款 項 目

③誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ④持続可能な医療・保健・介護事業の推進
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

2号補正
12月定例

258,123 △ 2,442 △ 2,442 0
・町繰入金 △2,892千円
・鳥取県後期高齢者広域連合還付金
　450千円

補正後 255,681 71,491 184,190

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

負担金

歳出
　負担金　△2,892千円
（確定額：68,985,722円―予算現額：71,878,275円）
歳入
　保険基盤安定繰入金　△2,892千円
（確定額：68,985,722円―予算現額：71,878,275円)

△ 2,892 町繰入金

返納金

歳出　
　返納金　450千円

歳入
　保険料還付金　450千円

450 その他

合計 △ 2,442

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　令和５年度保険料等負担金(基盤安定制度分)の額の確定に伴い、歳入歳出予算を補正するもの。
　保険料還付金額が確定し、予算不足のため、歳入歳出予算を補正するもの。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

8-4-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 1 9

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 573 事業名 障がい者福祉費 事業区分 □新規 ■継続
担当課 福祉あんしん課 担当係 障がい福祉係
予算区分 款 民生費 項 社会福祉費 目 障がい者福祉費

③誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ①誰一人取り残さない地域内での福祉の充実
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

9号補正
12月定例

21,152 3,327 0 1,627 1,700

補正後 24,479 8,743 4,828 0 0 10,908

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

①障がい者グ
ループホーム夜
間世話人配置事
業補助金

補助金　680円×2人×133日 181
県1/2
町1/2

【新】②在宅重
度障がい児者等
支援体制強化事
業補助金

補助金　遠隔地支援加算　1,200円×7回/日×366日

※サービスを提供する事業所とサービス提供先となる利用者宅の往
復路程　30㎞以上40㎞未満の加算額　1,200円
※訪問系サービスの提供回数は、１人のヘルパーが派遣されサービ
ス提供する回数 
⇒24時間２人体制でサービス提供されており、平均すると１日７人
のヘルパーが従事されている。 

3,075
県1/2
町1/2

③作業所等通所
障がい者交通費
助成

作業所等通所障がい者交通費
当初予算318,000円-上期実績194,280円-下期見込194,280円 71 単町

合計 3,327

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要

①障がい者グループホーム夜間世話人配置事業補助金の対象事業所を当初３箇所で見込んでいたが、８月から
補助要件である夜間世話人の配置基準を満たす事業所ができたことに伴い増額するもの
②在宅重度障がい児者等支援体制強化事業補助金は強度行動障がい者に対し訪問系のサービスを行う事業所を
支援する補助金である。本補助金を当初見込んでいなかったが、本年度から県の直接補助から町の間接補助に
制度が変更になり、対象となる事業所から補助申請したいと申出があったたことに伴い増額するもの
③作業所交通費助成補助金は、事業所に通所する利用者に対し交通費を助成するもの。当初4人分見込んでい
たが、コロナ5類移行に伴い、JR通所を再開した2人分の交通費助成の不足を増額するもの

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 2 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 576 事業名 放課後健全育成事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 子育て応援課 担当係 こども未来係
予算区分 款 民生費 項 児童福祉費 目 児童福祉総務費

②子どもも大人も「我がまち」を誇れる教育・文化のまちづくり ②子どもたちが安心して遊び、学べる環境づくり
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

9号補正
12月定例

57,348 246 81 81 0 0 84

補正後 57,594 17,080 17,280 5,000 0 18,234
（その他）
児童クラブ利用料　  4,731千円
多世代交流施設利用料　269千円

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

放課後健全育成
補助金

　放課後健全育成補助金（赤碕保育園しおかぜクラブ分）の増額

　・運営費の基準額の増額
　　　7,500円増額（基準額5,935,000円－予算現額5,927,500円）
　・放課後児童支援員等処遇改善事業
　　　237,600円増額（11,000円/人×1.8人×12ヵ月）

【歳入】子ども・子育て支援交付金　162千円

246
国(1/3)
県(1/3)
町(1/3)

合計 246

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要
　子ども・子育て支援交付金（放課後健全育成事業）の基準額の増額、及び、令和４年度から実施された処遇
改善事業の継続に伴い、私立で運営される放課後児童クラブに対する補助金額を増額する。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 2 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 91 事業名 特別保育 事業区分 □新規 ■継続
担当課 子育て応援課 担当係 こども未来係
予算区分 款 民生費 項 児童福祉費 目 保育所運営費

②子どもも大人も「我がまち」を誇れる教育・文化のまちづくり ⑥子どもを産み育てやすい環境づくり
重点項目 ふるさとへの愛着を深める、地域に根差した体験と学びの展開

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

9号補正
12月定例

34,139 2,887 733 1,076 0 0 1,078

補正後 37,026 9,139 13,321 0 0 14,566

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

子ども・子育て
支援交付金事業

○対象事業名
　・病後児保育事業　2,093千円
　　　　　　　　（支出見込額4,450千円－予算現額2,357千円 ）
　・一時預かり事業　1,227千円
　　　　　　　　（支出見込額2,751千円－予算現額1,524千円）
　・地域子育て支援拠点事業　△1,120千円
　　　　　　　　（支出見込額15,251千円－予算現額16,371千円） 

【歳入】子ども・子育て支援交付金　1,466千円

2,200
国(1/3)
県(1/3)
町(1/3)

【新】
買物環境確保推
進補助金

　みどり保育園が食材保管のための冷凍冷蔵庫を新たに設置するため
の経費に対して補助を行う。

　・対象施設　みどり保育園　
　・対象事業費　687千円（冷凍冷蔵庫購入・設置１台）
　・補助率　10/10（保育対策総合支援事業費補助金の基準を準用）
　・補助金額　　687千円

【歳入】鳥取県買物環境確保推進交付金　343千円

687
県(1/2)
町(1/2)

合計 2,887

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要

①子ども・子育て支援交付金の基準額の増額、及び、令和５年度の事業実績見込みの増減に伴い、町内私立保
育園・こども園に対する補助金額の増減を行う。
②町内私立保育園の食材を保管するための設備導入費用に対して補助を行い、保育園の安定した給食提供体制
を維持する。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

10－2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 2 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 372 事業名 こがねこども園 事業区分 □新規 ■継続
担当課 子育て応援課 担当係 こども未来係
予算区分 款 民生費 項 児童福祉費 目 保育所運営費

①新しいひとの流れをつくりだす共生のまちづくり ⑥子どもを産み育てやすい環境づくり
重点項目 ふるさとへの愛着を深める、地域に根差した体験と学びの展開

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

9号補正
12月定例

13,810 198 0 0 0 0 198

補正後 14,008 117 0 5,072 0 8,819

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

修繕料

　誘導灯予備バッテリーが経年劣化に伴い不良状態であるが、誘導灯
の型番が廃番で部品調達ができないため、誘導灯そのものの取替工事
を行う。
（前回のバッテリー交換時期：2016年）

　・誘導灯取替修繕工事一式　198,000円
　　（直付型２灯、壁付型２灯　合計４灯）

198 単町

合計 198

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要
　消防設備点検で不良箇所の指摘を受けた、こがねこども園の消防設備（誘導灯）の取替修繕工事を行うも
の。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

10－3



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

7 5 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 1235 事業名 空き家対策事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 建設住宅課 担当係 住宅係
予算区分 款 土木費 項 住宅費 目 住宅管理費

⑤安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ②空き家の適正管理の指導と除却支援
重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

9号補正
12月定例

42,464 1,928 0 0 0 0 1,928

補正後 43,742 12,190 7,622 10,000 2,000 11,930

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

危険空家略式代
執行（八橋）

工事設計委託料　650千円増　（2,272千円　→　2,922千円）
工事請負費　1,000千円増 （12,000千円　→　13,000千円）
工事監理委託料　278千円増 （722千円　→　1,000千円）
　実施設計により、工事請負費と工事監理委託料を増額する。

1,928 単町

合計 1,928

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要
危険空家略式代執行の実施設計によって、当初の予定よりも処分すべき瓦礫が多いことが判明し、工事設計委託
料と工事請負費及び工事監理委託料を増加する。

略式代執行
危険空家（八橋）

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 10

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 558 事業名 分庁舎管理 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 分庁総合窓口係
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 分庁管理費

⑤安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ⑥公共インフラ（道路・上下水道など）の適正な維持管理

重点項目 情報発信と対話で築く、みんなが関わる協働のまちづくり

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

9号補正
12月定例

56,265 914 0 0 0 0 914

補正後 57,179 0 0 347 28,000 28,832

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

需用費

機器更新に伴い、コピー１枚当たりのパフォーマンスチャージ
料が増額となったため、不足額を補正するもの。

　1Fコピー機
　　【所要見込額】【既定予算額】
　　　466,586円 － 344,100円 ＝ 122,486円
　2Fコピー機
　　【所要見込額】【既定予算額】
　　　504,021円 － 258,120円 ＝ 245,901円

　パフォーマンスチャージ料(コピー1枚当たり)
　　機器更新前　白黒：1.0円、カラー：4.2円
　　機器更新後　白黒：1.0円、カラー：8.0円

369 単町

光熱水費

　電気料金高騰に伴い、光熱水費を増額するもの。

　　【所要見込額】 【既定予算額】
　　　7,269,604円 ― 7,028,832円 ＝ 240,772円

241 単町

修繕料

6月30日及び8月15日の大雨により、北側職員通用口及び1F執務
室シャッター前に雨漏りが生じたため、点検口の設置・壁等の修
繕を行うもの。

　分庁舎雨漏修繕費　303,600円

　　　　 《職員通用口》　　　　　  《1F執務室ｼｬｯﾀｰ前》

304
単町

合計 914

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要

・分庁舎コピー機の機器更新に伴いコピー一枚当りのパフォーマンスチャージ料が増額変更となったため、不
　足額を補正するもの。
・電気料金高騰に伴う光熱水費の増額補正を行うもの。
・分庁舎雨漏りに伴う点検口の設置・壁等の修繕を行うもの。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

7・5 4・1 2・7

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 639・641 事業名 公共下水道事業繰出金・農業集落排水事業繰出金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 下水道係
予算区分 款 土木費・農林水産業費 項 都市計画費・農業費 目 公共下水道事業事業費・農業集落排水事業費

⑤安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ⑥公共インフラ（道路・上下水道など）の適正な維持管理

重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

9号補正
12月定例

624,992 180 0 0 0 0 180

補正後 625,172 0 0 0 0 625,172

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

公共下水道事業
繰出金

◆下水道事業会計繰出金(下水・基準内) 180千円
・[公共] 60千円
・[特環] 120千円

180 単町

合計 180

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
【9号補正】
・下水道事業費用の増額に伴い、一般会計繰入金(基準内)の増額補正を行うもの。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

12-1-2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

1 - -

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
水道事業会計

事業番号 - 事業名 水道事業（水道事業費用） 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 上水道係
予算区分 款 水道事業費用 項 - 目 -

⑤安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ⑥公共インフラ（道路・上下水道など）の適正な維持管理

重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

4号補正
12月定例

290,897 1,056 0 0 0 0 1,056

補正後 291,953 0 0 6,532 0 285,421

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

　委託料
　　第５水源地（深井戸）カメラ調査業務　　1,056千円

　深井戸内で、原因不明の砂等の流入があり、ポンプ故障の原因と
なっている。原因を調査し、今後の対応を検討するため、井戸内の
詳細調査を行う。

配水及び給水費
　電話代
　　通信運搬費　　　△20千円
　　負担金　　　　　　20千円

0

総係費
　郵便代
　　通信運搬費　　　△308千円
　　負担金　　　　　　308千円

0

合計 1,056

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
・第５水源地の井戸調査にかかる費用の増額
・インボイス制度の開始に伴い、支払方法を変更するための組み替え

原水及び浄水費 1,056
一般財源
1,056

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

第１水源地

第５水源地

12-2-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

1 - -

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
下水道事業会計

事業番号 - 事業名 下水道事業(下水道事業費用) 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 下水道係
予算区分 款 下水道事業費用 項 - 目 -

⑤安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ⑥公共インフラ（道路・上下水道など）の適正な維持管理

重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
12月定例

930,434 180 0 0 0 0 180

補正後 930,614 0 0 0 0 930,614

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

総係費

・実績見込みに伴い、受益者負担金及び受益者分担金に係る前納
報奨金(※)の増額を行う。
(※)公共下水道事業に係る工事費負担金1戸/290千円について、一
括で支払を行うと20千円控除する制度
◆報償費　180千円(20千円×9件)
[公共]60千円(20千円×3件)
[特環]120千円(20千円×6件)

・インボイス制度の開始に伴い、支払方法を変更するもの(通信運
搬費から負担金への組み替え)。
◆通信運搬費　△183千円(組み替え)
[公共]△92千円(電話代△22千円・郵便代△70千円)
[特環]△91千円(電話代△21千円・郵便代△70千円)

◆負担金　183千円(組み替え)
[公共]92千円(電話代10千円・郵便代82千円)
[特環]91千円(電話代10千円・郵便代81千円)

180
繰入金
180千円

合計 180

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要

【5号補正】
・実績見込みに伴う受益者負担金及び受益者分担金前納報奨金の補正
・インボイス制度の開始に伴い、支払方法を変更するための組み替え

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

12-3-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

1 - -

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
下水道事業会計

事業番号 - 事業名 下水道事業(資本的支出) 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 下水道係
予算区分 款 資本的支出 項 - 目 -

⑤安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ⑥公共インフラ（道路・上下水道など）の適正な維持管理

重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

5号補正
12月定例

644,600 △ 16,600 0 0 0 △ 17,600 1,000
下水道事業債　△7,900千円
過疎対策事業債　△9,700千円

補正後 628,000 41,150 0 0 49,200 537,650

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

管路建設
改良費

◆工事請負費
・マンホールポンプ場通報監視装置取付工事に係る工事費用につ
いて、実績見込みによる減額を行うもの。
[特環]△11,300千円(単独事業)

△ 11,300

町債
△12,600
千円

一般財源
1,300千円

固定資産購入費

◆機械及び装置　△5,300千円
・マンホールポンプ場におけるマンホールポンプ取替費用につい
て、実績見込みによる減額を行うもの。
[公共]△5,300千円(単独事業)

△ 5,300

町債
△5,000
千円

一般財源
△300千円

合計 △ 16,600

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
【5号補正】
・実績見込みに伴う企業債(下水道事業債・過疎対策事業債)及び事業費の減額

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

12-3-2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

9 1 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年

33

-

5
一般会計

事業番号 245 事業名 教育委員会事務局費 事業区分 □新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係
予算区分 款 教育費 項 教育総務費 目 事務局費

②子どもも大人も「我がまち」を誇れる教育・文化のまちづくり ①子どもの成長に寄り添い、まちの特色を活かした教育の推進

重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

9号補正
12月定例

26,613 2,000 2,000

補正後 28,613 0 237 4,000 24,376

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

浦安小学校３年生が通常学級児童が３５人であるため、鳥取
県基準に合わせ、２学級となっている。

▼学級編成の基準と負担経費

小学校 中学校

国基準 35 40

県基準 30 35 35

町負担 － 200万円/学級 200万円/学級

合計 2,000

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 浦安小学校3年生（35人）について、鳥取県基準によりそれぞれ2学級とする。＠2,000千円

補正の内容

少人数学級の実
現

2,000 単町

 15-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

9 2.3 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 256、277 事業名 小学校管理費・中学校管理費 事業区分 □新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係 総務係
予算区分 款 教育費 項 小学校費・中学校費 目 学校管理費

②子どもも大人も「我がまち」を誇れる教育・文化のまちづくり ②子どもたちが安心して遊び、学べる環境づくり
重点項目 ふるさとへの愛着を深める、地域に根差した体験と学びの展開

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

9号補正
12月定例

136,004 12,179 12,179

補正後 148,183 15,326 5,088 71,000 56,769

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

小中学校緊急
対応用修繕費

　小中学校の緊急対応用の修繕に充てるための費用
　　小学校　300千円
　　中学校　129千円　 429 単町

バリアフリー化
対応整備

　【備品購入費】車椅子利用に対応可能な学習机購入費　　　90千円
　【工事請負費】体育館横ミーティングルームスロープ改修
　　　　　　バリアフリートイレ自動扉化、手洗い設置　11,660千円　

11,750 単町

合計 12,179

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 小中学校の維持管理のための修繕費及び東伯中学校をバリアフリー化に対応させる整備を行うもの。

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

9 4 5

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 325 事業名 生涯学習センター管理費 事業区分 □新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目 生涯学習センター運営費

②子どもも大人も「我がまち」を誇れる教育・文化のまちづくり ②子どもたちが安心して遊び、学べる環境づくり
重点項目 ふるさとへの愛着を深める、地域に根差した体験と学びの展開

財源内訳
国庫

支出金
県支出金 その他 町債 一般財源

9号補正
12月定例

54,961 610 610

補正後 55,571 2,822 16,500 36,249

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

合計 610

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要 夏の猛暑により冷房設備の使用が増えたことにより、燃料費が不足する見込みのため

燃料費

　〇灯油代　610千円

　この夏の度重なる猛暑により冷房機器の使用が増えたため燃料使用
が増加したことと、燃料である灯油代の値上げにより燃料費を増額す
るもの

610 単町

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

9 4 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 679 事業名 浦安地区公民館事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目 公民館費

②子どもも大人も「我がまち」を誇れる教育・文化のまちづくり ⑤大人に対する学びの環境づくり
重点項目 ふるさとへの愛着を深める、地域に根差した体験と学びの展開

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

9号補正
12月定例

8,744 1,349 1,349

補正後 10,093 3,412 6,681

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

廃棄物処分委託
料

旧浦安地区公民館における産業廃棄物を処分するもの。
・他の公共施設や琴浦町民への提供機会は設定済み。

1,349 単町

合計 1,349

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 旧浦安地区公民館について、今後予定している除却にあたり、産業廃棄物処分を行う経費を計上するもの。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 5

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 817 事業名 カウベルホール管理 事業区分 □新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 学芸文化係
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 財務管理費

⑤安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ⑤公共施設の集約・複合化による質の高い町民サービスの提供

重点項目 　　　　　　　　　　―

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

9号補正
12月定例

1,883 135 135 0 JA琴浦サテライトセンター上下水道負担金

補正後 2,018 135 1,883

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

光熱水費
ＪＡ上水道代（上乗せ分）　9,000円×7月
（9月使用分～）

63 負担金

使用料
ＪＡ下水道使用料（上乗せ分）　9,000円×8月
（8月使用分～）

72 負担金

合計 135

カウベルホールの上下水道代は、令和5年9月請求分までは、町とJA琴浦サテライトセンターがそれぞ
れ別々の請求にもとづき支払っていたが、これまでの方法では、課税事業者であるJA琴浦サテライト
センターへ適格請求書（インボイス）の発行ができない。
（本来一つの施設（メーター）に対し一つの請求（契約）が原則のところ、二つの支払いに分けて宛
先を別にすることや消費税等の記載がシステム上できない）
そのため、10月請求分から町が全額立替払いをした上で、JA琴浦サテライトセンター分を負担金とし
てJAに請求する方法に変更したことによるもの。

なお、上水道と下水道で予算計上月数が異なるのは、両者で請求月と利用月で一月の差があるため。
上水道10月請求分は9月使用分、下水道10月請求分は8月使用分となる。

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
JA琴浦サテライトセンターの上下水道代にかかる支払い方法を変更したことに伴い、JA分の支出額を増額し、同
額をJAからの負担金として受け入れるもの。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

9 4 5

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

5
一般会計

事業番号 325 事業名 生涯学習センター管理費 事業区分 □新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目 生涯学習センター運営費

②子どもも大人も「我がまち」を誇れる教育・文化のまちづくり ②子どもたちが安心して遊び、学べる環境づくり
重点項目 ふるさとへの愛着を深める、地域に根差した体験と学びの展開

財源内訳
国庫

支出金
県支出金 その他 町債 一般財源

9号補正
12月定例

54,961 610 610

補正後 55,571 2,822 16,500 36,249

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

合計 610

まちづくり
ビジョン

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要 夏の猛暑により冷房設備の使用が増えたことにより、燃料費が不足する見込みのため

燃料費

　〇灯油代　610千円

　この夏の度重なる猛暑により冷房機器の使用が増えたため燃料使用
が増加したことと、燃料である灯油代の値上げにより燃料費を増額す
るもの

610 単町

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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